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立神峡だより
紅葉に彩られる立神峡を目指して紅葉に彩られる立神峡を目指して

【お問い合わせ】 立神峡公園管理棟 ホームページ
☎ 0965-62-1543  ＦＡＸ0965-62-1546 （8:30～17:30 火曜定休日） http://tategami-camp.com

　昨年来、紅葉の移植を続け、約二百本の幼木を公園内各所に移

植していますが、今回、縁あってふくろうの巣箱を設置したいと

の申し出があり、快諾したところその人から紅葉約３０本程ご寄

贈頂き、火の広場や管理棟周辺に植栽しました。買えば相当な金

額になりとても高価ですが、今まで自宅の庭に寄せ植えされた紅

葉も秋には見事な紅葉が観光客を魅了することになると思います。

これで一気に公園内の紅葉も増えるとともに、引き続き、植栽を

継続し桜と紅葉の立神峡に名実ともになるように整備を傾注した

いと思います。

榎の大木を伐採榎の大木を伐採
　公園管理棟の裏にそびえたつ榎の大木が有り、夏はその枝ぶり

に緑の葉を一面に広げていますが、秋から冬にかけては一気に落

葉し枯葉が周辺に散らばり屋根の雨どいを詰まらせ、ベランダの

隙間に腐葉土となり朽ちらせる原因となっていました。また、火

災が起きた場合、危険性があり今回、町との協議で伐採すること

になり、これで雨どいの清掃や各種の問題から解放されます。

　伐採した榎は細かく裁断し、薪として販売します。また、小枝

等はチップにしてカブト虫たちの寝床になり自然に変えることに

なります。

コロナウイルスの影響が立神峡にもコロナウイルスの影響が立神峡にも
　中国武漢で発生したといわれる新型コロナウイル

スの感染拡大に伴い、ここ立神峡も例外ではなく、

３月の宿泊はキャンセルが相次ぎ大幅な減少がみら

れました。スタッフ一同、衛生環境の整備に注力す

るとともに、消毒液の設置や加湿器による消毒・手

洗いの確実を期するための張り紙の掲示などSNSに

よる発信を行っています。ニュースによると人込み

を避けるためにキャンプ場が大賑わいとの情報もあ

り、災いを福と為すではありませんが、新緑そして

桜の満開の季節を迎えてディスクゴルフや釣り・

BBQなどに興じて心身ともに野外での活動の場として立神峡公園をご利用ください。
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人権擁護・救済センターの
電話相談・面談のご案内

　●日　時　　4月 6日、13日、20日、27日
　　　　　　　（全て月曜）11時～13時
　●場　所　　八代教育会館
　●内　容　　調査相談専門員による人権擁護・救済に
　　　　　　　関する相談・改善・解決
　●費　用　　無料

　問 人権NPOちなもい　☎0965-32-3030


